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VOICE

伊
藤
　
茂  

常
任
理
事
に

　
　
　
お
話
し
を
聞
き
ま
し
た
。

愛
知
県
電
機
商
業
組
合
　
理
事
長
　
伊
藤
　
茂

＊＊ 組合プロフィール ＊＊

組　合　名：愛知県電機商業組合

代表者名：伊藤　茂（69歳）

設立年月：1960年 9月

組合員数：700

住　　所：名古屋市昭和区桜山町

　　　　　四丁目67番地 4

■
組
合
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い

　
当
組
合
は
、
愛
知
県
内
の
地
域
家
電
小
売
業
者
「
ま
ち
の

で
ん
き
や
さ
ん
」
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、
家
電
業
界
の
改
善

発
展
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　
組
合
の
設
立
は
、
テ
レ
ビ
局
が
カ
ラ
ー
放
送
を
開
始
し
た

昭
和
35
年
、
東
海
地
区
で
は
前
年
の
伊
勢
湾
台
風
被
害
か
ら

復
興
の
最
中
で
し
た
。
新
た
な
家
電
製
品
が
次
々
と
開
発
さ

れ
る
に
伴
っ
て
、
そ
の
販
路
も
劇
的
に
拡
大
し
、
厳
し
い
市

場
環
境
に
立
た
さ
れ
た
家
電
小
売
業
者
が
団
結
し
て
組
合
を

発
足
さ
せ
る
運
び
と
な
り
ま
し
た
。

　
愛
知
県
内
の
家
電
小
売
業
者
982
名
で
活
動
を
開
始
し
た

「
愛
知
県
ラ
ジ
オ
テ
レ
ビ
電
機
小
売
商
業
組
合
」は
、そ
の
後
、

昭
和
37
年
に
設
立
さ
れ
た
全
国
組
織
の
名
称
に
あ
わ
せ
、
昭

和
39
年
９
月
「
愛
知
県
電
器
小
売
商
業
組
合
」
と
名
称
を
変

更
し
、
さ
ら
に
平
成
13
年
「
愛
知
県
電
機
商
業
組
合
」
と
改

め
ま
し
た
。

　
技
術
革
新
や
環
境
対
策
等
に
よ
っ
て
刻
々
と
変
化
す
る
家

電
業
界
の
中
で
、
組
合
員
の
経
営
改
善
に
努
め
、
も
う
す
ぐ

60
年
が
経
ち
ま
す
。
今
後
も
地
域
社
会
に
根
差
し
、
信
頼
さ

れ
る
「
ま
ち
の
で
ん
き
や
さ
ん
」
の
た
め
に
活
動
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

■
組
合
の
活
動
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い

　
景
品
表
示
法
、
小
売
業
表
示
規
約
、
独
禁
法
等
の
法
令
に

基
づ
く
調
査
や
改
善
指
導
、
申
告
を
行
い
、
法
令
遵
守
に
努

め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
組
合
員
の
資
質
向
上
の
た
め
、
家
電

製
品
の
安
全
点
検
や
新
た
な
技
術
に
関
す
る
講
習
会
を
開
催

し
て
い
ま
す
。
平
成
26
年
か
ら
は
、
一
般
社
団
法
人
日
本
電

化
協
会
主
催
の
「
ス
マ
ー
ト
ラ
イ
フ
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
認
定

制
度
」
を
活
用
し
て
省
エ
ネ
に
関
す
る
知
識
の
向
上
に
も
励

ん
で
い
ま
す
。

　
お
客
様
の
声
を
き

く
た
め
の
消
費
者

団
体
と
の
懇
談
や

家
電
メ
ー
カ
ー
、
電

力
会
社
等
関
係
団
体
、

行
政
と
協
調
を
図
る
こ
と
も
組
合

員
の
経
営
を
守
る
た
め
に
大
切
な

仕
事
で
す
。

　
近
年
は
、「
高
齢
者
宅
無
料
安
全
点
検
訪

問
」
や
「
振
り
込
め
詐
欺
被
害
撲
滅
」
に
向
け
た

高
齢
者
宅
へ
の
注
意
喚
起
、
大
地
震
に
備
え
る
家
具
家

電
転
倒
防
止
対
策
の
推
進
等
も
行
っ
て
い
ま
す
。
地
域
社
会

を
支
え
る
存
在
と
し
て
「
ま
ち
の
で
ん
き
や
さ
ん
」
の
力
の

発
揮
ど
こ
ろ
だ
と
思
い
ま
す
。

■
特
に
力
を
い
れ
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
何
で
す
か
？

　
５
年
後
10
年
後
の
未
来
を
考
え
た
組
合
運
営
を
意
識
し
て

い
ま
す
が
、
10
年
後
は
必
ず
次
の
時
代
の
方
々
が
中
心
と

な
っ
て
活
動
し
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
次
世
代
を
担
う

方
々
の
育
成
を
特
に
重
要
な
こ
と
と
位
置
付
け
、
家
電
業
界

に
は
メ
ー
カ
ー
系
列
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
枠
を
超
え
て
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
平
成
23
年
に
約
40
名
の
後
継
者
に
よ
り
愛
知
県
電
機
商
業

組
合
青
年
部
を
創
立
し
ま
し
た
。
組
合
活
動
の
骨
組
み
に
参

加
し
て
も
ら
い
、
運
営
を
学
ぶ
目
的
で
立
ち
上
げ
ま
し
た

が
、
そ
れ
だ
け
に
と
ど
ま
り
ま
せ
ん
。
後
継
者
同
士
で
悩
み

を
共
有
し
、
お
互
い
に
経
営
や
技
術
の
相
談
、
参
考
事
例
等

の
情
報
収
集
を
す
る
こ
と
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
店
の
経
営
改
善

に
つ
な
が
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。
組
合
も
ま
た
、
彼
ら
を
執

行
部
に
登
用
し
て
将
来
を
見
据
え
た
組
織
づ
く
り
を
す
る
こ

と
で
、
新
し
い
風
が
吹
き
、
活
性
化
が
進
ん
で
き
ま
し
た
。

　
上
部
団
体
で
あ
る
全
国
電
機
商
業
組
合
連
合
会
で
の
全
国

青
年
部
サ
ミ
ッ
ト
の
開
催
実
現
も
彼
ら
の
力
に
よ
る
と
こ
ろ

が
大
き
い
で
す
ね
。「
ま
ち
の
で
ん
き
や
さ
ん
」
の
未
来
を
担

う
後
継
者
育
成
に
は
、一
層
力
を
注
ぎ
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

■
趣
味
や
休
日
の
過
ご
し
方
を
教
え
て
く
だ
さ
い

　
人
に
喜
ば
れ
る
こ
と
を
生
き
が
い
と
す
る
私
に
は
、
仕
事

も
趣
味
も
同
じ
よ
う
な
も
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
休
日
も
地

域
の
お
祭
り
等
イ
ベ
ン
ト
の
お
手
伝
い
を
す
る
こ
と
が
度
々

あ
り
ま
す
。
そ
こ
か
ら
意
図
せ
ず
仕
事
に
つ
な
が
る
こ
と
も

あ
っ
て
嬉
し
い
限
り
で
す
。

　
ま
た
、
出
勤
前
に
は
朝
風
呂
に
入
り
、「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
朝
の
連

続
テ
レ
ビ
小
説
」を
２
度
見
る
こ
と
を
日
課
に
し
て
い
ま
す
。

毎
日
の
朝
風
呂
は
、
妻
と
結
婚
す
る
と
き
に
お
願
い
し
ま
し

た
。
こ
う
し
て
清
々
し
い
朝
を
迎
え
る
と
、
仕
事
へ
の
や
る

気
が
沸
い
て
く
る
ん
で
す
よ
。

　
時
代
劇
も
好
き
で
、「
水
戸
黄
門
」「
大
岡
越
前
」「
暴
れ

ん
坊
将
軍
」
の
放
映
は
欠
か
さ
ず
見
て
い
ま
す
。

　
テ
レ
ビ
は
好
き
で
す
よ
。「
で
ん
き
や
」
で
す
か
ら
家
電

製
品
は
ど
れ
も
好
き
で
、
心
を
こ
め
て
販
売
し
て
い
ま
す
。
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中央会ニュースクリップ

　本年は、西日本豪雨や北海道地震など大規模自然災害が多発し、サプライチェーンの寸断など被災地域のみ
ならず全国的に大きな影響が出ました。愛知県では東海大地震の発生が高い確率で予想され、企業の存続を考
えるうえで防災への対策が急務となっています。
　昨年度、情報交換を通じて問題解決を探り、組合間交流により新たな連携を模索することを目的に新規事業
として開催した組合交流会を、本年度は「平成 30 年度組合交流会～あいち中小企業サミット 2018 ～」と題し、

「大規模自然災害発生！その時、あなたは
会社を守れますか？」をメインテーマに、
去る 11 月 19 日（月）名古屋市中区の東
京第一ホテル錦で開催しました。
　交流会では、主催者代表として長谷川正
己中央会会長の挨拶、柴山政明愛知県産業
労働部中小企業金融課長の来賓ご挨拶の
後、名古屋大学減災連携研究センター教授・
センター長　福和伸夫氏による基調講演が
行われました。 主催者挨拶

長谷川正己中央会会長

あいち中小企業サミット2018開催
～中小企業のためのBCP対策について～

来賓挨拶

愛知県産業労働部中小企業金融課長

柴山政明氏

　基調講演では、「次の震災について本当のことを話してみよう」
をテーマにご講演いただき、「伊勢湾台風」や「阪神・淡路大震災」
等の過去の災害と「大阪府北部地震」（６月）、西日本を中心とし
た「平成 30 年７月豪雨」（７月）、「北海道胆振東部地震」（９月）
等の最近の災害の比較から、現代の大都市災害への脆弱性を訴え
ました。また、近年発生が予測されている南海トラフ地震につい
ては、発生の度に日本の歴史を変えてきたことが説明されました。
　大規模災害発生時には行政支援のみでは対処しきれないことか
ら、中小企業各社による事前対策と地域内連携の必要性を強調さ
れました。

【第１部】基調講演　「次の震災について本当のことを話してみよう」
名古屋大学減災連携研究センター教授・センター長　福和　伸夫氏
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中央会ニュースクリップ

　第１部、第２部終了後は、交流懇親会を開催しました。早川隆雄中央会副会長による乾杯で開会し、懇親会
中は終始和やかな雰囲気の中、参加者同士の懇親を深めるとともに、企業における自然災害対策や BCP 策定
等について各所で意見交換がなされ、参加者からは「大規模自然災害の怖さを知ることができた」「同業他社
の取組みについて知ることができ、参考になった」「自社の BCP 策定についてのヒントを得ることができた」
等の感想をいただきました。宴たけなわの中、滝　幹夫中央会副会長の中締めにより閉会となりました。

コーディネーター
MS&ADインターリスク

総研株式会社
上席コンサルタント　岡村和弥氏

【第２部】パネルディスカッション

「大規模災害に備え、事業継続のために中小企業・組合が取り組むべきこと」

　パネルディスカッションでは、MS&AD インターリスク総研（株）上席コンサルタント　岡村和弥氏をコーディ
ネーターに、各業界で活躍される３名に愛知県産業労働部中小企業金融課　春田繁伸主幹を加えた４名をパネ
リストとして、BCP（事業継続計画）への取り組みについて語って頂き、参加者は熱心に耳を傾けていました。

パネリスト
刈谷機械工業協同組合
刈鈑工業株式会社

取締役副社長　江原圭亮氏

パネリスト
愛知県印刷工業組合
株式会社マルワ

代表取締役　鳥原久資氏

パネリスト
大府新江工業団地協同組合

副理事長　三品富康氏

パネリスト
愛知県産業労働部
中小企業金融課
主幹　春田繁伸氏

【懇親会】

乾杯ご発声

早川隆雄中央会副会長

中締めご挨拶

滝　幹夫中央会副会長

東三河　組合役職員年末懇親会 2018　開催
　平成 30 年 11 月 29 日（木）ホテルアソシア豊橋において、「東三河　組合役職員年末懇親会
2018」を開催しました。
　この懇親会は、農業や林業とともに自動車産業を中心とした工業も集積する東三河地区にお
いて、会員組合の皆様に地域振興や異業種交流の場を提供させていただき、中小企業が抱える
様々な問題の解決策のヒントに繋がることを目的に開催しました。
　開会にあたり、当会専務理事 石川泰三よりご挨拶申し上げ、愛知県東三河総局 企画調整部　
産業労働課長 鈴木伸嘉氏より、来賓ご挨拶を頂戴いたしました。
　第一部は、地域活性化に焦点を当て、「スポーツを活用したまちづくり」をテーマに、（株）フェ
ニックス　代表取締役社長　北郷謙二郎氏に地元バスケットボールチーム「三遠ネオフェニッ
クス」の活動についてご講演いただきました。
　第二部の交流懇親会は、三河地区を中心に活動する女性チーム『わ太鼓「咲楽」』による太
鼓演奏で幕を開け、参加者は、迫力満点の演奏を楽しみ、各テーブルで交流を深めていました。

　後半には、豪華賞品が当たる抽選会も開催され、会場内の熱気も高まりました。
　当該地域での大規模な交流会開催は平成 11
年以来 19 年ぶり、組合役職員年末懇親会とし
ては初の試みとなりましたが、業種や地域の
垣根を超えた組合間交流が活発に行われ、参
加者からは「日頃話すことがない地元組合の
方と懇親が深められてよかった」「組合運営に
ついて意見交換ができてよかった」等の感想
をいただき、盛会のうちに終了しました。
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外
国
人
受
け
入
れ
の
新
制
度
導
入
へ

　
２
０
１
９
年
４
月
に
政
府
が
導
入
を
目
指
す
外
国
人
労
働

者
の
受
け
入
れ
制
度
の
骨
子
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
新
制
度

で
は
、
農
業
や
介
護
、
建
設
な
ど
の
14
分
野
で
新
し
い
資
格

を
創
設
す
る
。
外
国
人
の
在
留
資
格
を
２
つ
に
分
け
、
家
族

の
帯
同
が
認
め
ら
れ
る
ケ
ー
ス
と
認
め
ら
れ
な
い
ケ
ー
ス
に

分
け
ら
れ
る
。
家
族
の
帯
同
が
認
め
ら
れ
な
い
ケ
ー
ス
の
在

留
期
間
は
最
長
５
年
だ
が
、
技
能
実
習
生
が
こ
の
資
格
を
取

得
し
た
場
合
、
５
年
の
在
留
期
間
と
合
わ
せ
て
日
本
で
10
年

間
働
け
る
よ
う
に
な
る
。

　
さ
ら
に
難
し
い
試
験
に
合
格
し
、
熟
練
し
た
技
能
を
持
つ

と
認
定
さ
れ
た
外
国
人
労
働
者
に
は
、
在
留
期
間
の
上
限
を

設
け
ず
事
実
上
の
永
住
を
認
め
る
。
こ
の
場
合
に
は
家
族
の

帯
同
も
許
さ
れ
、
母
国
か
ら
家
族
を
呼
び
寄
せ
て
日
本
で
一

緒
に
暮
ら
す
こ
と
も
可
能
に
な
る
。
在
留
資
格
は
毎
年
審
査

し
て
更
新
さ
れ
る
。
当
面
は
認
定
試
験
を
実
施
し
な
い
方
針

だ
が
、
将
来
的
に
は
、
事
実
上
の
永
住
権
を
持
つ
外
国
人
労

働
者
を
受
け
入
れ
る
方
向
と
い
え
る
。
ハ
ー
ド
ル
は
高
い
も

の
の
、
日
本
に
永
住
し
て
日
本
人
と
同
じ
よ
う
に
働
き
た
い

と
考
え
る
高
度
な
外
国
人
人
材
に
と
っ
て
は
朗
報
だ
ろ
う
。

新
制
度
導
入
の
経
済
的
背
景

　
外
国
人
労
働
者
の
受
け
入
れ
制
度
を
導
入
す
る
背
景
に

は
、
中
小
企
業
や
特
定
の
業
種
・
職
種
を
中
心
に
慢
性
的
な

人
手
不
足
が
続
い
て
い
る
こ
と
が
あ
る
。19
年
１
月
に
は「
い

ざ
な
み
景
気
」
超
え
で
戦
後
最
長
の
景
気
回
復
局
面
が
確
実

視
さ
れ
る
中
、
中
小
の
下
請
け
企
業
や
コ
ン
ビ
ニ
な
ど
の
小

売
業
、
農
業
分
野
な
ど
で
は
、
技
能
実
習
生
な
ど
の
外
国
人

労
働
者
の
存
在
感
が
増
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
国
内
の
少
子
高
齢
化
や
雇
用
の
ミ
ス
マ
ッ
チ
の
ほ

か
、
東
京
一
極
集
中
に
よ
り
若
年
労
働
力
が
不
足
気
味
と

な
っ
て
い
る
状
況
も
あ
る
。
中
長
期
的
に
労
働
力
不
足
が
予

想
さ
れ
る
状
況
で
、
外
国
人
労
働
者
に
依
存
せ
ざ
る
得
な
い

現
状
が
続
い
て
い
る
。

愛
知
県
に
と
っ
て
の
外
国
人
労
働
者

　
今
回
の
制
度
は
、
製
造
業
や
農
業
が
盛
ん
な
東
海
地
域
に

と
っ
て
も
重
要
な
意
味
を
持
つ
。
政
府
が
想
定
す
る
特
定
技

能
の
14
分
野
に
は
、
愛
知
県
に
産
業
集
積
の
高
い
素
形
材
産

業
や
産
業
機
械
製
造
、
電
子
・
電
気
機
器
関
連
が
入
っ
て
い

る
ほ
か
、
今
後
、
成
長
分
野
と
し
て
期
待
さ
れ
る
航
空
機
産

業
や
宿
泊
・
外
食
産
業
な
ど
も
含
ま
れ
て
い
る
。
愛
知
県
は

農
業
算
出
額
が
全
国
８
位
の
農
業
県
で
も
あ
る
が
、
農
業
や

介
護
、
建
設
業
な
ど
も
あ
り
、
愛
知
県
経
済
へ
の
影
響
も
大

き
い
。

　
愛
知
県
の
在
留
外
国
人
は
東
京
都
に
次
い
で
全
国
で
２
番

目
に
多
い
水
準
と
な
っ
て
い
る
。
昨
年
末
時
点
で
約
24
万
人

と
、
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
が
始
ま
っ
た
13
年
以
降
は
増
加
傾
向
で

あ
る
。
愛
知
労
働
局
に
よ
る
と
、
愛
知
県
内
の

外
国
人
労
働
者
数
は
昨
年
10
月
末
時
点
で
13
万

人
弱
と
在
留
外
国
人
の
半
分
強
を
占
め
て
い

る
。
国
・
地
域
別
で
は
、
日
系
ブ
ラ
ジ
ル
人
が

最
も
多
く
、
製
造
業
の
下
請
け
部
品
メ
ー
カ
ー

な
ど
を
支
え
て
い
る
。

Ａ
Ｉ
代
替
の
限
界
と
若
年
労
働
力

　
近
年
、
研
究
開
発
が
進
む
Ａ
Ｉ
や
ロ
ボ
ッ
ト

の
活
用
は
、
労
働
力
を
代
替
で
き
る
分
野
に
偏

重
が
あ
る
こ
と
に
加
え
、
東
海
地
域
の
産
業
構

造
上
、
Ａ
Ｉ
で
代
替
し
に
く
い
業
種
や
職
種
の

ウ
エ
イ
ト
が
高
い
と
い
う
デ
メ
リ
ッ
ト
も
あ

る
。
現
在
、
東
海
地
域
の
求
人
倍
率
は
東
京
な

ど
の
大
都
市
圏
と
並
ん
で
全
国
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス

だ
が
、
首
都
圏
や
近
畿
圏
と
の
人
材
獲
得
競
争

は
一
層
激
化
し
、
労
働
力
不
足
が
産
業
構
造
上

の
ボ
ト
ル
ネ
ッ
ク
と
な
る
可
能
性
が
高
い
。

　
特
に
首
都
圏
に
対
し
て
流
出
超
過
と
な
っ
て

い
る
若
年
労
働
力
の
問
題
は
深
刻
で
あ
る
。
愛

知
県
の
人
口
は
社
会
増
が
続
い
て
い
る
も
の

の
、
若
年
人
口
は
、
流
入
超
の
男
性
と
流
出
超

過
の
女
性
と
の
間
で
男
女
間
の
人
口
バ
ラ
ン
ス

が
悪
く
、
中
長
期
的
に
は
、
労
働
力
不
足
に
加

え
、
合
計
特
殊
出
生
率
の
低
下
と
い
う
悪
影
響

ま
で
懸
念
さ
れ
る
。
外
国
人
労
働
者
の
取
り
込

み
に
は
企
業
側
の
待
遇
改
善
も
不
可
欠
だ
が
、

加
え
て
、
若
者
や
女
性
に
と
っ
て
魅
力
的
な
職

場
環
境
の
整
備
や
、
雇
用
の
受
け
皿
と
な
る
Ｉ

Ｔ
産
業
や
観
光
関
連
な
ど
の
第
３
次
産
業
の
ウ

エ
イ
ト
が
高
い
産
業
構
造
へ
の
シ
フ
ト
も
重
要

と
な
る
。

　
若
者
や
女
性
だ
け
で
な
く
、
高
度
な
外
国
人

材
を
吸
引
す
る
産
業
育
成
や
企
業
誘
致
を
強
化

し
、
人
手
不
足
の
時
代
で
も
強
固
な
産
業
構
造

を
維
持
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
東
海
地
域

出
身
者
で
、
首
都
圏
な
ど
で
一
定
期
間
高
度
な

ス
キ
ル
を
身
に
つ
け
た
人
材
の
Ｕ
タ
ー
ン
就
職

も
積
極
的
に
支
援
す
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

外
国
人
労
働
者
受
け
入
れ
体
制
の
整
備

中
京
大
学 

経
済
学
部
　
客
員
教
授
　
内
田 

俊
宏

Profile
1968 年青森県生まれ。91 年一橋大学経済学部卒業。02 年名古屋大学大学院経済学研究科博士前期課程修了。91 年野村證券。93 年東海総合研究所（現
三菱 UFJ リサーチ＆コンサルティング）。15 年４月中京大学経済学部客員教授。現在、テレビやラジオのニュース番組などのコメンテーターを務
めるほか、国土交通省中部地方整備局、愛知県、名古屋港管理組合、青森県などの委員も務める。専門はマクロ経済、地域経済。

内田俊宏の経済トレンド
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景況の推移（前年同月比）

景況の推移（前年同月比）

DI 値：好転％から悪化％を引いた値

DI 値：好転％から悪化％を引いた値

【製造業】
食料品：小麦粉値上げの価格転嫁ができていないにもかかわら
ず、年末には大幅な麺用粉の値上げ発表があった。今回の値上
げの価格転嫁が年明けからできないと死活問題になってしまう。
化学・ゴム：荷動きは順調に推移しているが、原油価格が上昇
傾向にあり、輸送経費等に影響して採算悪化が懸念される。
輸送用機器：夏から秋にかけ、大きな変動もなく多忙な毎日が
続いている。車関係を中心に、従業員不足を生じながら企業努
力に努めている。
【非製造業】
卸売業：10 月からの最低賃金引き上げで、各組合員も対応はし
ているものの、人件費の上昇分をどこでカバーするか苦慮して
いる。販売価格を上げたいところだが、競争力低下や売上減少
が懸念される。
小売業：今月は何とか売上が維持できたが、厳しい状況に違い
はない。メーカーは方針変更し、デパート、GMS を中心にした
ため、小売店はますます厳しくなりそう。
運輸業：乗務員雇用が減少している。

【製造業】
食料品（島根県）：主原料、副資材、人件費、運賃すべてのコス
トが上昇。しかし、製品の値上げは思うようにできていない。
量目変更で対応している。
化学・ゴム（東京都）：原料の値上がりだけでなくタービンオイ
ルや灯油も値上がりしており、利益を圧迫している。特殊な製
品も受注が減少しはじめ、先細りになってきた感がある。
輸送用機器（静岡県）：台風 24 号の影響で、停電による操業停
止が多発した。人手不足は深刻で、新たに外国人技能実習生の
受け入れを始めた企業も出ている。
【非製造業】
卸売業（東京都）：工事向電線に動きが出てきた。オリンピック・
パラリンピックに向けて、建設現場が電線の手配を始めた模様。
人手不足や運賃の値上げが懸念される。
小売業（広島県）：野菜相場、魚相場の高値傾向は当面継続の見
通し。相場高に伴い、値上げ分を販売価格に転嫁したため売上
高は上がっているが、収益面では厳しい。
運輸業（兵庫県）：慢性化しているドライバー不足、異常な値上
げ続きの燃料費負担増、上がらない運賃等で、組合員事業所の
経営状況は更に悪化している。

（出典：全国中小企業団体中央会 HP より）

○●○● 業界レポート ●○●○

○●○● 業界レポート（全国） ●○●○

景況天気図

売 上 高 在庫数量 販売価格 取引条件 収益状況 資金繰り 操 業 度 雇用人員 景 況

製 造 業

非製造業

好　転
＋30≦DI

やや好転
＋10≦DI＜＋30

変わらず
−10≦DI＜＋10

やや悪化
−30≦DI＜−10

悪　化
DI≦−30

　この情報は、中央会傘下の県下主要業界組合に配置した 112 名の情報連絡員から寄せられた各業界の
景況報告を集計したものです。情報連絡員は全国に約 3,000 名配置され、全国集計も行われています。

【2018年 10月分】
景況天気図（対前年同月比）

凡例
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インフォメーション

おしらせ

　中小企業組合関係各位が一堂に会し、心新たに互いの発展を期するため、新年祝賀会を下記により開催
いたします。多数のご参加をお待ちしております。
　●日　時：平成 31 年１月 16 日（水）　11：30 〜 13：30
　●場　所：キャッスルプラザ　４階　鳳凰の間
　　　　　　名古屋市中村区名駅４－３－ 25　TEL：052 − 582 − 2121
　●会　費：１名様につき 10,000 円
　●申込 ･お問合せ：総務部　052 − 485 − 6811（担当　古閑・榊原）

愛知県中小企業団体中央会　新年祝賀会

　愛知県内の特定の産業に適用される 7 業種の特定最低賃金について、平成 30 年 12 月 16 日に改正され
ました。
　愛知県の最低賃金の詳細につきましては、同封の資料又は愛知労働局ホームページ
（https://jsite.mhlw.go.jp/aichi-roudoukyoku/jirei_toukei/chingin_kanairoudou/saiteichingin_toukei/
saiteichingin.html）をご覧ください。

「愛知県の特定最低賃金」の改定について

　厚生労働省では、働き方改革に向けて、特に中小企業・小規模事業者の方々が抱える様々な課題に対応
するため、ワンストップ相談窓口として、「働き方改革推進支援センター」を 47 都道府県に開設してお
ります。
　各センターでは、それぞれに配置している、社会保険労務士などの専門家が、無料で事業主の方からの
労務管理上のお悩みをお聞きし、 就業規則の作成方法、賃金規定の見直しや労働関係助成金の活用などを
含めたアドバイスを行います。
　詳細は厚生労働省ホームページ
（https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/0000198331.html）をご覧ください。

「愛知県働き方改革推進支援センター」のご案内

　昨今、サイバー犯罪による被害が大企業だけに留まらず、中小企業にも広まっています。
　その被害を未然に防ぐために予めどのような対策が必要なのかを自社の現状を踏まえたうえで検討する
必要があります。そこでサイバー犯罪対策課では、サイバー犯罪の危険性やその対策の必要性を知って頂
くために、講師をあなたの会社や団体へ派遣し、サイバー犯罪防止講話の開催を行っております。ぜひこ
の機会に一度情報セキュリティについて見直しを行ってみてはいかがでしょうか。
　ご不明な点等ございましたら、愛知県警察本部生活安全部　サイバー犯罪対策課（電話番号：052-951-
1611）までお尋ねください。
　また、サイバー犯罪を未然に防止するための手口や対策を紹介している「サイバー犯罪対策通信」も以
下の URL よりご覧いただけます。
http://www.pref.aichi.jp/police/anzen/cyber/osirase/tuusinn.html

危険がそこに迫っている！サイバー犯罪の被害に遭わない為の早期対策を！！
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インフォメーション

イベントレポート

　11 月 7 日（水）・8 日（木）の 2 日間、中部塗装技術研究会、愛知県工業塗装協同組合、愛知県塗装工業協

同組合主催による「第 53 回愛知県塗装技能作品展」が、名古屋市工業研究所展示場（名古屋市熱田区）にお

いて開催されました。

　作品展は、塗装技術の研鑽の場として技能向上を図ることを目的に毎年開催されています。褒章には中部経

済産業局長賞や中部地方整備局長賞があり、中央会会長賞も展示されていました。

第 53 回愛知県塗装技能作品展　開催

　11 月 17 日（土）・18 日（日）の 2 日間、金山総合駅コンコース（名古屋市熱田区）において、愛知県豆腐

商工業協同組合主催の「地産・地消：第４回とうふまつり」が開催されました。

　当日は、愛知県産の大豆（フクユタカ）を使った豆腐の試食・販売が行われ、生産者がこだわって作った手

作りの味が PR されました。また、17 日（土）に行われた表彰式では、9 月 20 日（木）に組合事務所内で開

催された「第４回豆腐品評会」で選ばれた、東海農政局長賞、愛知県知事賞、名古屋市長賞、愛知県中小企業

団体中央会会長賞の授与が行われました。

地産・地消：第４回とうふまつり　開催

2018 ふれあい市場まつり　開催

　11 月 11 日（日）、名古屋市中央卸売市場本場（名古屋市熱田区）

において「2018 ふれあい市場まつり」が開催されました。

　市場の機能・役割や、食の重要性について知ってもらい、市場

を身近に感じてもらうため、模擬せり、生鮮食料品の卸売などが

行われました。

　当日は晴天のもと、家族連れなど大勢の来場者で賑わい、せり

の体験や買い物を楽しんでいました。
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　11 月 7 日（水）から 11 月 10 日（土）にかけて、ポートメッセなごや（名
古屋市港区）において日本最大級の異業種交流展示会「メッセナゴヤ 2018」
が開催されました。第 13 回目となる今回は、「商機融合～交わり起こる相乗
効果～」をテーマに、過去最多となる 1,437 社・団体が出展し、4 日間の来場
者数は 6 万 1,952 人となりました。
　本会では「ものづくり補助金」の成果発表のブースを出展し、ものづくり補
助金事業者 6 社による事業化の成功事例を展示・発表しました。当ブースにも
4 日間で合計 1,482 名の方に足を運んでいただき、参加事業者による説明や商
談が行われました。
　今回出展した参加事業者からは、「様々な業種の企業と出会え、実に面白い
イベントだった」、「伝えたいこと、売り込みたいこととは異なることに興味を
持たれた方が多く勉強になった」等の感想が寄せられ、それぞれの企業の事業紹介の絶好の機会となり、好評
を得ました。

メッセナゴヤ 2018　開催

インフォメーション

日 時間 イベント名 場所

1 月 16 日（水） 10：30 正副会長会 キャッスルプラザ

1 月 16 日（水） 11：30 新年祝賀会 キャッスルプラザ

中
央
会

イベントカレンダー

日 イベント名 組合名 場所

1 月 23 日（水） 第 33 回学習塾情報展 愛知県私塾（協） ウインクあいち
組
合

　11 月 29 日（木）愛知県中小企業情報研究会視察研修会を開催しました。今回の研修会では、三菱
電機株式会社稲沢製作所及びキリンビール名古屋工場を見学しました。事務局を含め 12 名が参加し、
世界最高レベルのエレベーター試験塔「SOLAÉ（ソラエ）」の見学やビールの試飲等を楽しみました。
　当日は晴天にも恵まれ、エレベーター試験塔最上階の展望台からは一宮市の「ツインアーチ 138」
や名古屋駅のツインタワー等まで見渡すことができました。

愛知県中小企業情報研究会　視察研修を開催しました！



三井生命では各組合の皆様へ各種セミナーを実施しております（無料）

2017年度は上記のセミナーを26協同組合にて実施させて頂きました。多くの経営者より
個別に相談も頂いております。お気軽にご相談ください。
※セミナ̶実施についてのご照会先は
　名古屋市中区錦 1－4－6　三井生命保険株式会社　TEL 052－231－3852
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　B－2018－5133（2018.4）使用期限 2019.3.31

◆セミナーコンテンツ例
　・事業承継（生命保険を活用した事業承継対策）
　・公的年金とライフプラン
　・知っておきたい賢い生命保険の活用法
　・公的介護保険制度を知ろう　　　　　　　など

愛 知 県 パ ン 協 同 組 合
理　事　長　長谷川　正　己
副理事長　光　田　　　充
副理事長　中　島　政　志

〒460－0002 名古屋市中区丸の内三丁目20番 29号
 ＴＥＬ　〈052〉962－6371
 ＦＡＸ　〈052〉962－6377

※広告内容に関する責任は、広告主に帰属します。
※2019 年度に発行する「中央会あいち」に掲載する広告を募集しています。
　お問合せ：労働企画部　TEL : 052－485－6811

〒450－0002  名古屋市中村区名駅四丁目 11 番３号
  中央水産ビル
ＴＥＬ　〈052〉583－3811 　ＦＡＸ　〈052〉561－0792

理　事　長　　浅　岡　哲　也

名古屋中央市場水産物協同組合
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〒450-0002 名古屋市中村区名駅4-4-38 愛知県産業労働センター(ウインクあいち)16階 
                   TEL(052)587-2223(代)

〒444-0860 岡崎市明大寺本町1-34 岡崎センタービル8階
                  TEL(0564)22-0191(代)
資料請求はこちら▶http://www.ack-kyosai.or.jp 愛知県中小企業共済

本 部

三 河 支 局

がんばる の
ベストパートナー
がんばる の
ベストパートナー

傷害共済傷害共済
ケガの補償は安心補償ケガの補償は安心補償

生命傷害共済生命傷害共済
ケガも病気もサポートケガも病気もサポート

従業員医療共済従業員医療共済
従業員のケガや病気に従業員のケガや病気に

従業員弔慰金共済従業員弔慰金共済
従業員の「もしも」に備えて従業員の「もしも」に備えて

弔慰金共済弔慰金共済
思わぬ「もしも」に備えて思わぬ「もしも」に備えて

経営者医療共済経営者医療共済
経営者だからこそ万一に備えて経営者だからこそ万一に備えて

愛知県中小企業共済協同組合
オリジナルキャラクター

キョウサイ 天使’sキョウサイ 天使’s
テンシーズ

６つの安心で６つの安心で
企業の

経営をサポート!企業の
経営をサポート!

QRコードから
ご覧頂けます ▶
QRコードから
ご覧頂けます ▶0120-00-9967

受付時間 平日9:00～17:00
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